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	ご寄付・詳細はこちら！▲
	400
	第一目標金額
	万円
	日(金) 9時
	日(月) 23時
	＼杉山三郎（岡山大学 文明動態学研究所）がクラウドファンディングに挑戦！／


	謎の文明テオティワカン ピラミッドがそびえる古代都市の王権解明へ
	メキシコシティの北東約50キロメートルに位置するテオティワカン遺跡。古代メキシコを代表する世界遺産であり、ピラミッドで有名な謎多き古代都市です。エジプト・ギザのピラミッドに匹敵する底面積を持つ「太陽のピラミッド」を中心に、「月のピラミッド」や「羽毛の蛇神ピラミッド」といった巨大な建造物が並びます。しかし、ピラミッドが建てられた理由、どのように作られ、機能していたのかは全く未解明です。絵文字のような壁画も少数見つかっていますが、テオティワカン人が何民族で、何語を話していたのかさえ、謎のままです。
	今回プロジェクトを立ち上げた私、杉山三郎は45年にわたってテオティワカン調査を行ってまいりました。そして私が注目しているテーマが、「宮殿と王権」の存在です。約10万人が暮らしたこの都市を動かしたのが、王による専制政治だったのか、グループ代表による共和制だったのか―それがテオティワカン研究における最大の争点となっています。
	しかし、近年の調査により、その解明に近づきつつあります。生贄儀礼にされた大量の人骨、大饗宴の残骸、さらには遠く離れたマヤ王朝との交流を示す壁画片などの新発見と共に、王権の執務空間となる「宮殿」の存在を示唆する建築データが出土し始めました。「宮殿」と思われる地区の集中発掘を行い王権を解明すること。それが究極のテーマです。なぜなら、人類は数万年にわたり、協働作業や他者を思う心により存続してきましたが、ある時から権力者が生まれ、現代社会に繋がる階層社会が形成されました。テオティワカンで王権とは何か、その創成メカニズムを掘り下げたいと思います。
	研究には継続的な資金が必要です。メキシコでの急激な物価高、円の価値の半減により、政府からの研究費は4分の1以下まで目減りしています。さらにアメリカ政府の研究補助金も、現政権により打ち切られました。このままでは集中発掘すら不可能となってしまう―そこでクラウドファンディングへの挑戦を決意しました。
	ともにテオティワカンの謎を解く一員として、みなさまからのあたたかいご支援をよろしくお願いします。
	https://readyfor.jp/projects/Teotihuacan2026


	ギフト一覧
	No.
	金額
	お礼 メール
	寄付金 受領証明書
	「石柱の広場」複合体PJのHPにお名前掲載（希望制）
	オンライン 研究報告 発表
	発掘作業時に使用するのぼり旗にお名前掲載（希望制）
	現地写真のポストカード
	発掘隊の 隊員章 ステッカー
	エコバッグ
	テオティワカン現地 ご案内ツアー（希望制）
	プロジェクト共同団長 杉山三郎とのオンライン座談会参加権 （希望制）
	プロジェクト メンバーが テオティワカンをご案内 （希望制）
	プロジェクトリーダー杉山がメキシコシティの国立人類学博物館をご案内 （希望制）


	3千円
	5千円
	1万円
	3万円
	5万円
	10万円
	30万円
	50万円
	100万円
	5千円
	1万円
	3万円
	5万円
	10万円
	30万円
	50万円
	100万円
	インターネットからのご支援が難しい方へ
	下記の申込書にご記入の上、記載のお問い合わせ先までご連絡ください。ご寄付の方法をご案内させていただきます。 お問い合わせ先：杉山三郎（岡山大学 文明動態学研究所）　EMAIL： ridc@okayama-u.ac.jp　TEL：086-251-7442

	申込書
	かな  
	氏名
	ご支援内容
	　　　 コース（                   円コース）　   口                    　　　　　＋システム利用料220円
	メールアドレス
	合計金額：　　　　　　　　　　　　　　円
	住所
	電話番号
	〒
	TEL：
	ご支援内容（記入例）

	　3番 コース（    10,000    円コース）　2 口　　　　　　              　　　　　　　＋システム利用料220円
	合計金額：　    　　             20,220     円
	ホームページに掲載したいお名前をお書きください
	該当するコースの場合、のぼり旗に掲載したいお名前をお書きください
	該当するコースの場合、現地のご案内ツアーに参加を希望されますか

	□希望する　　□希望しない
	該当するコースの場合、オンライン座談会に参加を希望されますか

	□希望する　　□希望しない
	該当するコースの場合、現地の国立人類学博物館のご案内に参加を希望されますか

	□希望する　　□希望しない

	ご返金先口座
	※万が一プロジェクトが不成立だった場合、お振込みいただいたご支援を下記口座にご返金いたします。
	金融機関
	口座番号
	支店名
	口座名義


